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40 (296) 第 109巻第3号
第1表農業労働力の推移 単位 1，000人
¥ 常用労働力 臨時労倒力家族労働力賃金労働力 合 計 家族音働力 賃金労働力 JロL 言十
1907 4.109 923 5.032 
1925 4.755 934 5.689 
1939 4，433 753 5司186 1.130 360 1.490 
1950/51 4.380 766 5.146 1.180 450 1.630 
1960/61 3，006 327 3，333 1，263 286 1，549 
1969/70 1，692 136 1，828 1，139 128 1.267 
注 1969/70年は暫定数。
資料 SiaH.<;lisches H踊 dbuchuber Landwirtschafl und Erncihruπg，195G， 
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第2表常用労働力の推移 単位 1，000人
iト 1 94 9年 1 9 6 0年 1 9 4 9 =1'00 (出)雇用労働力の割合経営数喜働聖書働里 経営殺害関著書d 証営数寄信』著書d 1949 I 196U 
O.5-2ha 579.1 加5.1 52-8 443.9 460.0 18.7 76.7 57.1 35.4 5.3 5.8 
2-5 541.7 1担0.0 80.5 380.3 615.2 19.6 70.2 46.6 24.3 8.1 6.0 
5-10 お9.21，2活4.7 134.0 340.4 803.8 2.9 85.3 64.1 17.1 13.5 7.1 
10-20 253.6 869.9 235.8 284-.2 822.8 49.7 112.1 94.6 21.1 23.7 15.2 
20-切 1l1.S 378.9 297.0 120.9 36は9 11.4 108.5 96.3 37.5 29.7 34.3 
50ha- 15..5 4-1，1 195.9 16.2 39.6 101.8 104.6 96.2 52.9 19.7 31.3 
合 言十 1，900.5 4，6&9.1 996.0 1.566.0 3.1師 2 324.0 83.5 66.5 32.5 1冊。 100.0 
資料 LaruJwlTtschafis z砧/，可凹m.31.MUI 1960， Heft 12 




らである。また 0.5，-. 2ヘクタール， 2.--...5ヘクク ル層での流出が比較的少な
いのは，これらの階層では流出すべき雇用労働力はすでに流出してしまってい
たのと，野支・果樹等の労働集約的な園芸経営がこれらの階層に含まれている


















iEト 1 949年 196 0年計 家族労働力 雇用労働力 言十 家族労働力 雇用昔働力
0.5-2ha 1.48 1.39 。.09 1.08 1.04 0.04 
2 - 5 2.59 2.44 0.15 1.67 1.62 0.05 
5 -10 3.48 3.14 0.34 2.43 2.36 0.07 
10 -20 4.36 3.43 0.93 3.07 2.90 0.17 
20 -50 6.06 3.40 2.66 3.94 3.02 0.92 
50 ha- 15.29 2.65 12.64 8.72 2.44 6.28 
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第4表農業経営の常用雇用労働力(1960年) 単位 1，000人
よ¥軽首同の全左割台対する 農業の常用雇用労働者4ロ'- 既 ゲデ 経宮における地位別労働者婚 ン 監督 合計悟に% 計 者 テ2 その他 等の職員 見習 労働者
O.OI-2ha 9.4 1.7 23.2 8.0 7.3 0.8 0.3 3.0 19.2 
2-5 11.2 2.9 21.0 7.9 9.7 0.9 0.3 1.3 18.5 
5-10 15.4 4.5 23.8 7.5 14.6 0.8 0.3 0.7 21.9 
10-20 37.3 13.0 50.6 10目9 39.9 1.1 0.3 1.5 47.7 
20-50 62.9 51.4 112.6 33.0 84目6 2.0 0.4 6.8 103.2 
50ha- 15.5 93.9 102.4 60.6 37.2 5.3 1.7 6.8 88.6 






クター ノレ層 (75.1%)と1O~20ヘクターノレ層 σ8.9%) においてその割合が大きい o
経営における地位をみると，監督その他の指導的職員が 10，800人，会計係等







くに 5へクタ ノレ以下に集中しており 2ヘクターノレ以下層の常用雇用労働者
の84%は園芸経営におけるものであった。
4 (300) 第 100巻第3号
第5表園芸経営の労働力(1960年)
園 3主E上C 車 族 雇用労働力
tト 経営数 労働カ 総: 数 常用労働力
1，000 % 1，000 % 1，000 % 1，000 % 
O.01-2ha 69.2 13.2 142.6 12.7 33.4 51.7 19.4 83.7 
2 -5 11.9 3.1 29.8 2.9 17.6 26.6 10.2 48.5 
-10 3.9 1.1 10.8 1.0 9.7 10.3 5.8 24.3 









































19 49 ~手 1960年 19削年二1叩
四輪ーキャタピ 74.6 794.9 1066 ヲト:>クター ー
者 動 機 1，223.5 1，978.5 162 
単軸トラクター 13.8 88.8 645 
発 動 機 61.5 57.5 93 
役畜頭数の減少(千頭)
馬 ( 3才以上) 1，172.4 672.0 57 
牝 牛 377.0 29.0 8 
f士 牛 1，808.7 627.3 35 









いる。 また， 50~lOO ヘクターノレ層でも大部分の経営が40~60%の機械率のな
かに入っている。さらに， 20~50ヘグターノレ屑でもその 4 分の 3 が40%以|ーの
機峡化率であるのに， 1O~20ヘクタール層では60%の経営が40%以下の機械化









の場合にはさらに集積がすすんでいて 5頭以下の 45.5%が. 1960年には 19.7





2 -10 10-20 20-50 50-100 100 -
- 20 31.8 10.0 1.4 。1 0.5 13.3 
20 - 30 23.6 13.6 3.0 0.4 0.3 13.5 
30 - 40 32.4 36.4 19.7 5.0 0.8 31.4 
40 - 50 12.0 37.9 58.1 48.4 16.8 36.0 
50 - 60 0.2 2.1 17.1 41.3 57.1 5.5 
60 - 。7 4.8 24.5 0.3 

















資料 G.Muller， "Konzentration und Arb~itsteilung in der 
R indvieh-und Sch¥'、einehaltungin der Bundesrepublik:' 
Berich!e包berLandwirtschαft. Bd.41， H.l，1963より。
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っ大経営の割合は 1%にすぎないのに，植産物の 16.2%， 特殊作物を除〈植
産物の20.4%，畜産物の 7.7%，全農産物の10%を販売している。 これにたい
して， 10ヘクターノレ以下層は 73.8%の経営数をもちながら，植産物の33%，特





第 9表階層別農産物販売額 (1959/60~61/62年〉 単位拍
語云¥経営数 農用地面積 植産物 持除味く植作物産物を 畜産物 J口S、
O~ 5ha 52.7 20.3 17.9 5.0 14.5 15.3 
5 ~10 21.1 17.5 15.1 13.9 21.9 20.1 
10~20 17.7 28.0 25.4 29.4 31.3 29.8 
20~50 7.5 24.7 25.4 31.3 24.6 24.8 
50ha- 1.0 9.5 16.2 20.4 7目7 10.0 
資本一r.K.Padbel'g/H.Scholz， "Der Marktanteil der landwirtschftlichen 











営 数 11.000) 
1949年 598.0 553.5 403.8 256.3 112.4 12.6 3.0 1.939.6 
1960年 462.8 381.1 343.0 286.5 122.0 13.1 2.6 1.611.7 
191D午 315.5 251.0 232.1 267.8 157.5 16.3 3.0 1.243.8 
増 減 率 (%) 
1949-1910 47.2 54.7 -42.4 十 L5 +40.1 +29.1 +1.4 -35.9 
1949-1960 22.6 30.1 -15.1 +11.8 十 8.5 + 8.3 11.2 16.6 
1960-1910 31.8 35.2 -32.2 -6.5 十29.1 +19.1 十14.2 -23.1 





資件 Statistis<;hesJahrbuch品 erErnahr.噌 '，Land11げ tschaft山 dF 01sten， 
1971より作成
(1) 総経営数は1949~1970年の聞に 35.9% と， ドイツの歴史にその比をみな





についで高しそれは50年代に 22.6%， 60年代に 31.8%と加速イじされている。






E. Rechtziegler/P. ]acobi， W切 deutscheL刷出out:;dwft削 St'-UR刷、U叫品1，DWI 
Forschungshefte， 2/1966 
酉ドイツ農業の構造変化 (305) 49 
には 貫して増加していた階層であるが，戦後はそれが減少に転じ 20年間
に42.4%減少した。ここでは， 50年代の減少率が 15.1%であるのに， 60年代に









実 査士 % 
農民的植民 15，182 9，4 
-5ha 1，166 0.7 
5 -15 5，817 3.6 
15ha- 8，199 5.1 
国 コ士~ 植 民 2，839 1.8 
農林業労倒者植民 109，402 67.6 
兼 業 市直 民 34，330 21.2 
























総直積 1-05ha1 0.5-2 12-5 1 5-1011ト 201加-30[3伽-[合計
定 数!肌附|同羽玖'川加侃附11川9，日叩，2幻34い附71い1
一一





主が兼業に従事しており 2~5 ヘクタール層では， 1949年には約30%であっ











ム 経営主が兼業経営主総数 実 主t1949年 1960年 1949年 1960年。-2ha 661.8 530.9 507.1 464.5 
2-5 539.8 385.4 159.4 220.3 
5 -10 398.2 i 342.2 33.6 49.7 
10-20 252.8 286.0 14.5 7.7 
20-50 110.4 121.4 7.3 1.7 
50-100 11.8 13.3 1.3 0.3 
100ha- 2.4 2.3 日.7 0.1 
合計 1，977.2 723.9 744.3 日.681.5
」
資料 Slutistisches JuArbuch品 erErn品円mg，











西「イツ農業の構造変化 (307) 51 
くみられる。第13表からわかるように，経営主が果実酒・ブドウ酒醸造，火酒
蒸溜，鍛冶屋，製粉，パソ焼，製材等に従事する副業経営ほ 2ヘクタール以
下層に 14.1%， 2 "-'日へグター ル層に 14.5%， 5~10ヘクターノレ層に 11.2 %あ
り，これらの経営は農業のほか営業によって所得の増大をはかっている。
第13表加工業・営業をもっ経常 単位:1，00 
昌吉¥ 加工業をもっ経営 経営主治営業をもっ詰営経営数 実 量主 % 実 数 % 
0.01-2ha 517，485 4，462 0.9 73，077 14.1 
2 - 5 384，834 9，363 2.4 55，887 14.5 
5 -10 342，234 10，067 2.9 38，326 11.2 
10-20 286，131 6，718 2.3 20，663 7.2 
20 -50 121，870 1，874 1.5 6，366 5.2 
50 -100 13，647 228 1.7 807 5.9 
100ha- 2，629 208 7.9 317 12.1 
メロ3、 言十 1，668，830 32，920 2.0 195，443 11.7 
資不ヰ :Lαndwi1'l:lchaftuahlunl3vom 31. Mai 1960， Heft 9 
(3) 1O~20ヘクタ ル層。この階層の動きは注目に{直するo 1970年までの2日
年聞にこの階層は 4.5%増加しているが，それは50午代には 11.8%と全階層中









52 (308) 第 109巻第3号
(4) 20~100 ヘグタール層。 この階層は戦後貫して増加しつづけている。
このうち， 20~50ヘクタール層は 40.1 %と最も増加率が高<. 50~100ヘクタ
ール層も 29.1%の増加率を示しているo 50年代においては，両者とも 8%台の







(5) 100ヘクター ノレ以上層。 10日へクタ ル以上層の動向もまた極めて注目す
べきものである。こω階層は70年までの2日年間には1.4%増加したが 1949~
60年には 2，971経営から 2，639経営へと 11.2%減少してし、た。ところが 1960













W. Beilike， "Zur Zentralisation des Grund und Bodens in der westdeutschen Landwirt 
schaft‘， Wirtschaftswissenscha，.九 12Jahrg. H. 1， Jar_u. 1964 を毒照」
西ドイツ農業の構造変化 (309) 53 
って流産せしめられた。しかしながら，それでも 1949~69年の悶に，土地改革





















第14表のとおりであり， 100へクタ ル以上層の2日日を，さきの1960年の 2，600
に加えると， 2，800経営となり， 100ヘクターノレ以上の経営の実際の減少はあま
3) Sta加 tischesJahrduch uber E，-nahrung， Land:仰げsch4舟 μndForst，問 1971， 55. 35 
4) E沼.enda，SS. 35 
5) レー ニン「農業問題と『マルクス批判家IJ，レ ニン全集第6巻，大月書1古版I19べ :/0 
54 (310) 措 1回巻草3号









の増大によって， 1965年からは 100へクタ ノレ以上の大経営は一貫して増大し
続けているのである。
さらに，さきの第13表でみた製粉，火酒，蒸溜，果実酒・プドウ酒醸造，ジ




0.5- 2 ~-5 5 -20 20-50 50-100 100- 500- 1，00 合計2 b， 50 1，000 b，-
経営数 14.5 17.2 46.2 16.9 3.4 1.5 0.1 0.2 100 
経営面積 0.8 2.8 23.7 23.9 10.5 13.4 4.5 20.7 100 
森林面積 0.8 1.7 9目3 11.7 7.7 20.4 8.3 40.1 100 





西γィッ農業の構造変化 (311) 55 
場合が多かったからである。
第16表によると，西ドイツにおいて，小作地をもっ経営ほ1949年の 57.0%か
ら1960年の 52.9%に減少したが， 小作地の割合は 12.1%から 14.7%に増加し
ている。すなわち，総経常数が 13.9%の減少， 自作地をもっ経営が 13.3%の
減少であるのに，小作地をもっ経営は 20.2%も減少しており，面積の点では，




それ以下で減少したが， とくに 0.5~2 ヘクターノレ層の 46.7 %と 2~ へクター
第16表経営面積別自小作別経営数および面積 単位拍
ふ小作地をもっ 1949年にたいする増減経営の割合 小作地の割合 総経 証自を作も地つ昔 小を蛙作も地営っ 輯睦宮 自作地 'j作地1949 I 1960 1949 I 1960 営盤 面積面積面積
0.5 -2ha 55.1 35.6 29.6 19.3 11.5 13.1 -46.7 -18.0 -5.4 -46.6 
2-5 66.9 58.4 25.8 23.2 26.5 -25.6 -35.7 -26.4 -23.3 -33.8 
5 --10 64;3 68.5 19.6 23.1 -16.3 -16.9 -10.9 -14..8 ← 18.4 十 0.4
lO~20 51.2 64.1 14.0 20.7 + 8.3 十 6.0 十35.7 + '.3 十 0.6 +61.7 
20-町 担 1 44.'2 9.6 15.8 十 5.7+1.8 +45.9 十 u 2.5 十72.5
so ~ 1ω 25.8 33.9 9.9 14.2 1.6 -4.5 十29.0 1.7 ← 6.5 十41.5
1∞h，- 19.4 19.9 4.1 3.5 -8.2 -7.7 -5.7 -5.5 -5.0 -17.9 
合計 57.0 52.9 12.1 14.7 13.' 1ー3.3 ← 20.2 -3.6 -6.4 十17.4
資料ー第2査に同ヒ。
6) 借地関慌の展開については次の諸論文を審問地
G. Hoell. "EntwicklungstendenzE'n ner Pacht in der westdeutschen Landwirtscha{t“j 

















~20ヘクタ ノレ層は， 小作地をもっ経営で 35.7%の増加， 小作地面積で 61.7
%の増加であり， 20~50へグターノレ層では， それぞれ45.9%と72.5%の増加









7) F. Riernann， "Grose und Verbleib aufgeloster landwirtschaftlicher Kleinbetriebe“ 
Berichte ubeァLand:wirtschaft.Bd 40， H. 2， 1962. 
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むすび
西ドイツの農業は， 1950年代において大きな構造変動を経験した。それは，
一つには農業労働力の急激な流出であり，いまひとつは役畜段階からトラクタ
一段階への農業生産力の飛躍的発展である。この両者とも， ドイツ史にその例
をみないほど急激なものであり，その結果，農用地規模別構成も大き〈変佑し
た。機械化に適応しえない10ヘクタール以下の多数の小経営は没落し，兼業化
をますます強めている。 50年代を通じて最も増加率の高かった1O~20ヘクター
ノレ層も最近では没落の様相をみせはじめた。さらに20~50ヘクターノレ層は機械
化による雇用労働力の排除によって，その多くが中農的性格を強めている。だ
が， 50~100 ヘクターノレ層はなお垣常的に雇用労働に伎存する大農としての性
格を保つ亡おり 100へクターノレ以上層は資本主義的性格を強めながら拡大の
方向をみせはじめている。
60年代の中頃からの事態は，さらに新しい展開を示しているようにみえる。
農業労働力の流出は依然と Lて続行しており，農業の機械化も一段と進行して，
ト弓グタ一段階からコンパィ γに象徴される特用機の段階に移行している。こ
うした事情のもとで，農民層の分解と農業における集中・集積過程がどのよう
に進行し，国家独占資本主義の農業把握が如何なる形態をとって進行している
かは稿をあらためて明らかにしたい。
